
 

 
★１４日（火）発表会予行・愛情弁当 
 愛情のこもったお弁当を楽しみにしながら、予
行練習を頑張ります！！ 

★１８日（土）発表会 
 詳しくは、後日おたよりでお知らせします。 
★２０日（月）１号認定児発表会代休 
★２７日（月）令和６年度入園説明会 
 詳しくは、「美郷広報 11月号」をご覧ください。 
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お知らせ  

  
最近は、体力や筋力の低下から、子どもの 
の姿勢の悪さが目立つようになってきました。日
常生活の中で、すぐに肘をついてしまったり、猫
背になったりするなど、正しい姿勢を保てない姿
が見られます。 
 朝一番や降園後などのスキマ時間を使って親
子で運動を楽しむのもおススメです。例えば、畳
んだタオルを頭の上にのせて歩いたり、おもちゃ
箱に紐をつけて引っ張っておもちゃやぬいぐる
みを運んだりし、バランス感覚を育む運動やおな
かや背中の筋肉を鍛える運動を遊びの中で取り
入れてみましょう。 

 園庭の木々も日毎に色づき、秋も深まる季節となりました。 

運動会を経験した子どもたちは、楽しかった経験から興味や遊びが広がっています。ホールでより伸び伸び

と遊ぶ心地よさを感じられるようになった０・１歳児、友達を誘って親子体操やマスゲームを繰り返し楽しん

だり、５歳児のパラバルーンに憧れて再現したりしている２～４歳児、友達と意見を出し合いながらルールの

ある遊びを楽しんでいる５歳児と、やってみたいことに意欲的に取り組もうとする姿が見られます。 

これからは天候が変化しやすい時期となりますが、足早に移り変わる秋を感じながら散歩に出かけて秋の自

然に触れたり、園庭で思う存分体を動かしたりして、この時期ならではの遊びを満喫していきたいと思います。 

 

 

 

熊にご注意！ 
最近は、山以外にも様々なところで熊の目撃情

報が聞かれます。秋のアウトドアやお出かけの際

は、音のあるものを持ち歩き、２人以上で会話を

しながら細心の注意を払っていただきますよう

お願いします。 

     ホールで遊ぶの楽しいな 
 散歩車に乗って園内散歩に出かけると最後はホー

ルで遊ぶのが日課になっているひよこ組さん。最近

は、お気に入りの丸いブロックをコロコロ転がした

り、組み立ててもらったブロックを友達が押してい

る姿に「何？何？」と近寄ったりして、興味のある

遊びが広がっています。（０歳児） 

 ホールでお家の人と運動会を経験してから、ホー

ルでかけっこをしたりボールやフープを転がした

りして体を動かして楽しんでいるうさぎ組さん。

「私をつかまえて」とツンツンして逃げていく姿が

とてもかわいいです。（１歳児） 

  
 

   「農業科学館へ行ってきたよ」 
３～５歳児が秋の遠足に行ってきました。ダリアやコス

モスなど、様々な秋の花々が出迎えてくれ、とても楽しい

１日となりました。  
☆５歳児…秋晴れに恵まれ、りんご狩りをしました。ま
た、農業科学館の広大な敷地内を探検し、茅葺の曲屋（ま
がりや）に入り、昔の道具を発見してきました。 
☆３・４歳児…急遽、農業科学館へ行くこととなり、館内
ツアーやお外でダンスとおやつ取り競争をしました。帰り
のバスではコックリと居眠りをする子も見られましたよ。 

「話す力・読む力を育て本好きな子へ」                                    
 絵本は、本来なら膝の上に子どもを抱いて１対１

の関係でじっくりと読みたいものですが、生活をし

ているとなかなか難しいことと思います。 

 そんな時はごはんの後や寝る前など、生活のすき

間を上手に使って絵本の読み聞かせタイムを作るこ

とをおススメします。子どもの本との出会いを質的

に豊かにし、読む力や話す力を育むためには、ちょっ

との時間をいかに絵本に集中させることができる

か、子どもとどう関わるかがポイントになります。 

 また、子どもの感性を大切に引き出すためには、 

「子どもの思いを言葉に置き換えて育む」という気

持ちで、読み聞かせに向かいます。絵本のストーリー

の中で反応する子どものうなずき、表情、身振りなど 

を言葉に置き換えながら絵本を読み進めてみて 

ください。いつのまにか子どもの感性 

に引き込まれて自分たちも楽しくなって 

いきます。そのやり取りこそが話す・読む 

力の原動力になります。 

           

 

 

 

 

 

わくわく園だより
六郷わくわく園（Ｒ５.１０.２５発行）       


